
二
〇
三

第
十
一
章　

情
報
監
視
審
査
会　
　

（
一
四
六
）

第
十
一
章　

情
報
監
視
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会

一
四
六　

情
報
監
視
審
査
会
に
関
す
る
例

行
政
に
お
け
る
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
制
度
の
運
用
を
常
時
監
視
す
る
た
め
特
定
秘
密
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
並

び
に
適
性
評
価
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、
並
び
に
議
院
又
は
委
員
会
若
し
く
は
調
査
会
か
ら
の
特
定
秘
密
の

提
出
の
要
求
に
係
る
行
政
機
関
の
長
の
判
断
の
適
否
等
を
審
査
す
る
た
め
、
情
報
監
視
審
査
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

情
報
監
視
審
査
会
の
組
織
、
権
限
、
運
営
等
に
関
す
る
事
項
は
、
国
会
法
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
参
議
院
情
報
監
視

審
査
会
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
）
第
百
八
十
五
回
国
会
で
成
立
し
た
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
十
条
に
お
い

て
、
特
定
秘
密
の
提
供
を
受
け
る
国
会
に
お
け
る
そ
の
保
護
に
関
す
る
方
策
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
、
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
百
八
十
六
回
国
会
平
成
二
十
六

年
六
月
二
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
会
法
改
正
案
、
本
院
規
則
改
正
案
及
び
参
議
院
情
報
監
視
審
査
会
規
程
案
が
議
決
さ
れ
、

第
百
八
十
七
回
国
会
閉
会
後
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
（
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
）
の
同
法
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
情
報
監
視
審
査
会
が
設
置
さ
れ
た
。

国 
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二
〇
四

第
百
八
十
九
回
国
会
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
情
報
監
視
審
査
会
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

参
照　

三
〇
一
号

一
四
七　

情
報
監
視
審
査
会
委
員
は
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ

り
各
会
派
に
割
り
当
て
、
議
院
の
議
決
に
よ
り
選
任
す
る

情
報
監
視
審
査
会
委
員
は
、
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
の
午
前
十
時
現
在
の
各
会
派
の
所
属
議

員
数
の
比
率
に
よ
り
こ
れ
を
各
会
派
に
割
り
当
て
る
。

議
院
は
、
こ
の
割
当
て
に
基
づ
き
各
会
派
か
ら
申
し
出
た
議
員
を
そ
の
議
決
に
よ
り
情
報
監
視
審
査
会
委
員
に
選
任
し
、

議
員
は
、
任
期
中
そ
の
任
に
あ
る
。

情
報
監
視
審
査
会
委
員
の
各
会
派
へ
の
割
当
数
変
更
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
の
例
に
よ
る
。

情
報
監
視
審
査
会
委
員
の
辞
任
は
、
会
期
中
は
議
院
に
お
い
て
こ
れ
を
許
可
す
る
が
、
閉
会
中
は
議
長
に
お
い
て
こ
れ

を
許
可
す
る
。
そ
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
は
、
議
院
の
議
決
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
情
報
監
視
審
査
会
委
員
を
選
任
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

全
情
報
監
視
審
査
会
委
員
を
各
会
派
に
割
り
当
て
た
後
、
議
院
は
、
ま
ず
、
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
の
情
報

情
規 
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二
〇
五

第
十
一
章　

情
報
監
視
審
査
会　
　

（
一
四
七
）

監
視
審
査
会
委
員
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
、
そ
の
議
決
に
よ
り
全
情
報
監
視
審
査
会
委
員

の
選
任
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
情
報
監
視
審
査
会
委
員
は
、
選
任
後
遅
滞
な
く
、
情
報
監
視
審
査
会
の
会
議
録
の
中
で
情
報
監
視
審
査
会
に
お

い
て
特
に
秘
密
を
要
す
る
も
の
と
決
議
し
た
部
分
及
び
情
報
監
視
審
査
会
に
提
出
さ
れ
、
又
は
提
示
さ
れ
た
特
定
秘
密

に
つ
い
て
、
他
に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
の
宣
誓
を
す
る
。

（
注
）
第
百
八
十
九
回
国
会
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
情
報
監
視
審
査
会
委
員
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
決
定
が
あ
っ
た
。

⑴�　
情
報
監
視
審
査
会
の
設
置
目
的
に
鑑
み
、
情
報
監
視
審
査
会
委
員
は
、
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
内
閣
総
理
大

臣
補
佐
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
及
び
大
臣
補
佐
官
を
兼
ね
な
い
。

⑵�　
常
任
委
員
長
、
特
別
委
員
長
及
び
調
査
会
長
は
、
審
査
を
要
請
す
る
側
と
な
る
の
で
、
情
報
監
視
審
査
会
委
員
を
兼
ね

な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
憲
法
審
査
会
会
長
も
同
様
と
す
る
。

参
照　

一
一
四
号
、
一
二
一
号
、
一
二
二
号


